
 令和3年3月

6 良好な河川環境と都市環境を保全・創出し、人々が憩い、賑わう河川整備　緊急対策

平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 東京都

　

・災害時に陸上交通網を補完し、帰宅困難者の解消や物資輸送等の道路負担の軽減を担うとともに、平常時にも魅力ある舟運ネットワーク形成する防災船着場を増加させる。
・緊急輸送路へのアクセス向上やテラスの連続化を図り、利用者の安全を確保するともに水辺の回遊性を向上させる。

（H27当初） （H29末） （H31末）

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

　令和3年2月

　東京都内部で事後評価を実施

　東京都ホームページに掲載

１．交付対象事業の進捗状況

ＡⅠ　魅力的な水辺空間の創出

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

A08-001,002 河川 一般 東京都 直接 120

A08-003 河川 一般 東京都 直接 240

小計（魅力的な水辺空間の創出） 360

合　計 360

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合　計 0

番号

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合　計 0

番号

中央区　他3区

一体的に実施することにより期待される効果

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

荒川圏域総合流域防災事業（隅田川等防災船着場）

-

番号 事業者 要素となる事業名

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

荒川圏域総合流域防災事業（隅田川） 連続化橋（6橋）

ＡⅠ　魅力的な水辺空間の創出
スロープ設置や支川合流部等への橋梁設置により、テラスの不連続箇所が解消された割合

事業者

不連続箇所解消率（%) = （スロープ及び連続化橋の設置済み箇所数）/（要整備箇所数）×100

百万円360360 0

ＡⅠ　魅力的な水辺空間の創出

0 百万円全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 百万円 百万円

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　　計画の成果目標（定量的指標）

災害時等における利用者の安全を確保しつつ回遊性や連続性を向上させ、水辺の賑わいをより一層創出する。

重点計画の該当 ○

Ａ

当初現況値 中間目標値

Ｄ

災害時に防災船着場へのアクセスが可能となる人口

Ｂ

85万人78万人

0.00%

0% 42% 100%

・定量的指標は都の単独事業の進捗も
考慮している。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
最終目標値

Ｃ 百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

72万人

0

備考

市町村名

交付対象事業

市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

-

事業内容

事業内容

防災船着場整備 (2箇所、付帯施設）

全体事業費
（百万円）

 市町村名

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）

費用便益比 備考

備考

備考

備考

備考

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

中央区　他3区



Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合　計

番号

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容

（面積等）
備考

備考

市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

指標①（防潮堤
や水門等災害時
に防災船着場へ
のアクセスが可
能となる人口）

目標を達成している。

85万人

85万人

契約不調等により事業進捗に遅れが生じたが、事業は着実に進捗しており、良好な河川環境と都市環境の形成に寄与している。

令和2年度以降も新たな社会資本総合整備計画において、引き続き事業を推進し、良好な河川環境と都市環境の形成を図る。

指標②（テラス
の不連続箇所が
解消された割
合）

契約不調等により、事業進捗に遅れが生じたが、不連続箇所の解消は着実に進んでおり、一定の効果は得られてい
る。

100%

16%

Ⅱ定量的指標の達成状況



計画の名称

計画の期間 交付対象

（参考図面）
６ 良好な河川環境と都市環境を保全・創出し、人々が憩い、賑わう河川整備 緊急対策

平成27年度 ～ 平成31年度 東京都

浅 川

神津沢

差木地沢
滝川沢

大宮沢
八重沢
大金沢

長沢
地の岡沢
北の山川

岡田(２)
岡田沢

七間沢

大里一ノ沢

小骨ヶ洞

杉の沢

タデノ沢
大穴沢

鉄砲沢･夕景沢

姉
川

よ
う
が
沢
間
川

川
田
沢

ハ
ル
ゲ
沢

川
田
沢
支
川

仏沢･御子敷沢

とんび沢
厚木沢

釜方沢
田ヶ沢

金曽沢

前浜海岸

横まま海岸

和
田
浜
海
岸

江

戸

川

成 木 川

黒沢川
北小曽木川

直竹川

霞 川

平井川

谷地川
川口川

大沢川

湯 殿 川 兵衛川

南浅川

大 栗 川

大田川

乞田川

程久保川

三沢川

鶴 見 川

恩田川

境 川

真光寺川

残堀川

谷沢川

白子川
黒目川

落合川

柳瀬川

空 堀 川

入間川野 川

仙川

石 神 井 川
奈良橋川

呑川

目黒川

新河岸川

善福寺川

妙正寺川

神 田 川

神 田 川

白子川

渋 谷 川

白子川地下調節池

御霊谷川

城 山 川

霞川調節池

三沢川分水路

飛鳥山分水路

江戸川橋分水路仙川小金井分水路
環七
地下調節池

毛長川 毛長川

伝右川

垳川

綾

瀬

川

隅
田

川

新

中

川

中

川

綾瀬川

旧

江

戸

川

江東内部
河川

日本橋川

亀島川

立会川

内川

海老取川

新川

荒 川

多
摩

川

東
京
湾

高田馬場分水路

丸子川

水道橋分水路
御茶ノ水分水路

古川

古川地下調節池

旧
綾
瀬
川

江古田川

鷺の宮調節池

Ａ08-001,2 荒川圏域総合流域防災事業（隅田川等防災船着場）

Ｃ：効果促進事業

補助事業

都 県 境

Ｂ：関連社会資本整備事業

Ａ：基幹事業

凡 例

Ｃ：効果促進事業

補助事業

都 県 境

Ｂ：関連社会資本整備事業

Ａ：基幹事業

凡 例

A08-003 荒川圏域総合流域防災事業（隅田川）


